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琵琶湖水質担当

１．最も数が多かった種類（優占種）
植物プランクトン第１優占種

細胞は、長楕円形で長さが約１０μｍと

小型であり、葉緑体は少し赤みを帯びて

いる。

２本の鞭毛を有する。

動物プランクトン第１優占種

体は円錐形で足は短く、先端の爪は微小

である。体長は２２５～３４５μｍ。体側は

縦の条線があるのが特徴である。

２．見つかった主なプランクトンとその数（個体数）
（１）動物プランクトン

個体数
（個体／l）

輪 虫 類 Synchaeta oblonga 50

個体数
（個体／l）

輪 虫 類 Polyarthra vulgaris 40

＊個体数については、プランクトンネットで採取したものを直接検鏡して計測した。

Rhodomonas sp.

（ナガマルドロワムシ）
輪虫類

第　　２　　優　　占　　種

コメント
植物プランクトンの総細胞数は、前回に引き続き少なかった。その中でも褐色鞭毛藻に属する
ロードモナスやクリプトモナスは比較的多く観察された。動物プランクトンは、ナガマルドロワム
シ、ハネウデワムシが優占種となったが前回より減少した。いずれもこれまで多く見られてきた
種類である。
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Synchaeta oblonga
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第　　１　　優　　占　　種

（ロードモナス）
褐色鞭毛藻綱
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（２）植物プランクトン 第45報

細胞数
（群体数） 数 体積

（黄鞭） Pseudopedinella sp. 10

（珪） Cyclotella glomerata 160 ○

（珪） Fragilaria crotonensis 12

（珪） Asterionella formosa 90

（珪） Synedra sp. 10

（珪） Nitzschia acicularis 110

（渦） Peridinium berolinense 10

（褐） Cryptomonas sp. 120 ◎

（褐） Rhodomonas sp. 300 ◎ ○

（み） Trachelomonas oblonga 40

（み） Trachelomonas sp. 10

（緑） Chlamydomonas sp. 20
（緑） Golenkinia radiata 40

（緑） Ankistrodesmus falcatus var. mirabile 10

（藍） 藍藻綱 0 0.0 0.0

（黄） 黄緑藻綱 0 0.0 0.0

（黄鞭） 黄色鞭毛藻綱 10 1.1 0.5

（珪） 珪藻綱 382 40.6 33.1

（渦） 渦鞭毛藻綱 10 1.1 0.7

（褐） 褐色鞭毛藻綱 420 44.6 57.9

（み） みどり虫藻綱 50 5.3 1.4

（緑） 緑藻綱 70 7.4 6.5

（他） その他のプランクトン 0 0.0 0.0

総      細      胞     数 942 総体積

種          類          数 14 （μｍ
3
）

注１） 細胞数の単位は（細胞／ml）
ただし＊印の種は群体数（群体／ml）

注２） 優占種は◎が第１優占種、○が第２優占種
数字は各綱ごとの占有率（単位：％）

注３） 細胞体積は、顕微鏡観察による画像から
試験的に推定した概算値である。

4.41E+05
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優占種（占有率）
（綱）　種　　　　　名
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